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当初予算における重点ポイント

令和７年度当初予算

子育て支援の充実

▶安心して子育てができる支援や環境の充実

健康づくりの推進

▶住民の健康寿命延伸の推進

まちの賑わいづくりの推進

▶忠岡駅周辺をはじめとした賑わいづくりを推進

1

予算編成の基本的な考え方

『10年後、20年後の町の将来を見据えた予算編成』

住民サービス向上と業務効率化に向けたDXの推進

▶住民の利便性を第一に考えた行政手続や行政システムにおけるデジタル化の推進

１

２

３

４



当初予算額の前年度比較及び過去の推移

令和７年度当初予算

当初予算額（前年度比）

会 計 令和７年度 令和６年度 増減額 増減率

一般会計 81億4,332万9千円 74億1,000万1千円 7億3,332万8千円 9.9％

国民健康保険事業勘定特別会計 17億7,723万2千円 19億6,203万9千円 △1億8,480万7千円 △9.4％

介護保険特別会計 18億335万7千円 16億8,849万5千円 1億1,486万2千円 6.8％

後期高齢者医療特別会計 5億7,029万1千円 6億297万2千円 △3,268万1千円 △5.4％

下水道事業会計 14億8,809万7千円 16億2,952万3千円 △1億4,142万6千円 △8.7％

合計 137億8,230万6千円 132億9,303万円 4億8,927万6千円 3.7％

一般会計当初予算額の推移

66.0 64.5 65.0 66.8 
73.7 71.3 75.4 

83.3 
74.1 

81.4 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（単位：億円）
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当初予算額に係る社会保障経費の推移

令和７年度当初予算

当初予算における社会保障経費の推移

19.2 19.9 20.5 21.6 21.9 21.5 
23.9 23.4 24.4 

27.4 

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（単位：億円）

平成２２年の障害者総合支援法改正をきっかけとした障害福祉関連給付費の増、６５歳以上人口の増加に伴
う介護給付費の増、こども医療費や児童手当の助成対象の拡充に伴う医療費や児童措置費の増、施設型給
付費等に係る処遇改善等加算などにより、社会保障経費は年々増加しています。
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当初予算の主要施策



切れ目のない子育て支援が充実したまちづくり

①子育てがしやすいまち（子ども・教育）

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない子育て支援を実施することで、子育てがしやすいまちを
めざします

＜子育て支援事業一覧＞

5

妊娠前 妊娠期 産後 育児出産

乳幼児訪問不育症治療助成

妊婦歯科健診

妊婦健診

乳幼児健診（幼児屈折検査）・予防接種

産婦健診助成

新生児聴覚検査助成

産後ケア
（訪問・通所・宿泊型）

子育て支援センター

認定こども園

就学前施設
給食無償化事業

※色付き枠の事業は、令和7年度からの新規及び拡充事業

学童保育

妊婦のための支援給付事業・妊婦等包括相談支援事業

子育て支援アプリ

第2子（0歳～2歳）
保育料無償化

ペアレントサポート



切れ目のない子育て支援が充実したまちづくり

①子育てがしやすいまち（子ども・教育）

6

【こども課】 P.26 ほか第２子(０歳～２歳)保育料無償化事業新

●子育て世帯の経済的負担を軽減し、子育て環境の更なる充実を図るため 町独自施策として、第２子(０歳～２歳)の
保育料を無償化

就 学 前 小学生以上

第３子 第２子 第１子

無償 半額
国
基
準

町
施
策

通常

無償 無償 通常

第 １ 子
カウント
対 象 外

8,885千円

（注）年収360万円未満相当世帯は
第1子の年齢は問わない



切れ目のない子育て支援が充実したまちづくり

①子育てがしやすいまち（子ども・教育）

就学前施設給食費無償化事業 27,936千円

●幼児の健やかな成長を促すため、町独自の取組みとして町内就学前施設に在園している３歳から５歳の子どもたちの
給食費（主食費・副食費）を無償化

国基準の市町村

主食費

副食費

保護者が
全額負担

忠岡町

主食費

副食費

忠岡町が
全額負担

※１人あたりの給食費：7,100円/月

7,100円×１２月＝85,200円
年間約8万5千円の負担軽減！

7

【こども課】 P.96 ほか



誰もが暮らしやすいまちづくり

②健康に暮らせるまち（健康・福祉）

街かどデイハウス運営補助事業 4,600千円

●在宅高齢者の保健福祉の向上に資することを目的として、地域で高齢者の自立生活を支え、地域住民の福祉活動を
促進し、住民主導の特徴を活かした活動や、地域における身近な介護予防拠点、地域のセーフティネットとしての活
動に取り組む街かどデイハウス事業を実施

8

介護サービスや地域全体での見守り体制が整い、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができる
まちづくりをめざします

【福祉課】

○６５歳以上

○要介護認定で非該当

対象

○介護予防活動

○趣味・創作活動

○レクリエーション活動

内容

自立生活の維持

P.89



健康づくりを推進するまちづくり

②健康に暮らせるまち（健康・福祉）

アピアランスサポート助成金事業 300千円新

●がん治療に伴う外見の変化に悩みを抱える方に対して、治療と就労・社会参加の両立を支援し、心理的負担と経済的
負担の軽減を図ることを目的に、医療用ウィッグ等のアピアランスケア用具購入費用の一部を助成

9

住民が日々の健康づくりや介護予防を通じて、それぞれのライフステージにおいて、誰もがいきいきと
健康に暮らし続けるまちをめざします

【健康づくり課】 P.106新 健幸づくり・食育推進計画策定事業 6,820千円

【健康づくり課】 P.106

●住民一人ひとりの健康寿命延伸を目標に、食習慣、運動習慣、禁煙等の生活習慣の改善に向けた、自主的な
健康づくりや食育を推進し、住民の健康を個人だけではなく、地域全体で支援し、生涯を通じて心身が健康で
元気な生活を送ることができる活力ある社会の実現を目指し、国や大阪府の健康づくり及び食育に関する
動向に基づき、 「忠岡町健幸づくり・食育推進計画」の改訂を行う

＜助成額＞アピアランスケア用品購入費 上限20,000円

＜対象者＞・がんと診断され、その治療を受けた又は現在受けている方
・アピアランスサポート事業助成金の申請日時点で、忠岡町に住民票を有する方



多様な価値観を尊重するまちづくり

③生涯活躍できるまち（自治・多様性）

犯罪被害者等見舞金事業 300千円

●故意の犯罪行為により被害に遭われた方やそのご遺族に対して、犯罪被害の早期回復及び経済的負担の軽減を
図るため、被害の状況に応じて見舞金を支給

本町に暮らす全ての人が、性別や年齢をはじめとしたあらゆる理由で差別されず、誰もがかけがえの
ない一人の人間として尊重され幸せな生活を送ることができる多文化共生社会をめざします

10

【住民人権課】 P.71新

○故意の犯罪行為により亡くなられた
犯罪被害者のご遺族

○犯罪行為により重傷病や精神疾患を
負われた被害者の方

対象

○遺族見舞金：１件30万円

○重症病見舞金：１件10万円

支給内容



生涯にわたって学べるまちづくり

③生涯活躍できるまち（自治・多様性）

こどもチャレンジ支援事業 3,510千円

生涯にわたり学習やスポーツの機会があり、誰もが生きがいや心身の健康を保ちながら、自分らしく
生活できるまちをめざします

11

【教育総務課】 P.141新

●学習だけでなく、スポーツや文化など様々な分野における子どもたちの可能性を広げることを目的に、就学援助
受給相当世帯、生活保護世帯の４歳から中学３年生までを対象に、学習指導要領で取り扱われている種目・分野
に関する習い事に係る費用を児童・生徒１人当たり月額5,000円を上限に、補助金を交付

○就学援助相当世帯
又は生活保護世帯

かつ
４歳～中学３年生

対象

○学習指導要領で取り扱われている種目・
分野に関する習い事に係る費用

〇児童・生徒一人当たり：月額5,000円

補助内容



災害に強いまちづくり

④安心して暮らせるまち（安全・安心）

シビックセンターWi-Fi環境整備事業 26,476千円

●シビックセンターは災害時における防災拠点となり、避難所が開設された際、避難者がストレスなく防災情報を取得
でき、安定したインターネット通信を利用できるよう、避難所の環境改善を図ると同時に、執務室のWi-Fi環境を構
築することで、業務の効率化、ペーパーレスの推進や各種手続きのオンライン化を進め、住民サービスの利便性向上
を図るため、Wi-Fi環境整備事業を実施

日頃の準備と、緊急時の対応の体制を整えることで、防災力や減災力が高く、誰もが安心して生活で
きるまちをめざします

12

【経営戦略課】 P.63新

地域防災計画等改訂事業新 6,776千円 【自治防災課】 P.67

●忠岡町地域防災計画は令和３年３月に改訂し、まもなく５年が経過すること、また令和６年能登半島地震等の発生や
南海トラフ巨大地震臨時情報が発令されたことを鑑み、最新の防災情勢を踏まえた計画に見直す必要があるため
改訂を行う



安全に暮らせるまちづくり

④安心して暮らせるまち（安全・安心）

高規格救急自動車更新事業 43,546千円

●前回更新後15年が経過しており、老朽化が著しく救急活動において支障が生じる恐れがあることから
高規格救急自動車の更新を実施

新

災害や事故といった危険に対して迅速な対応を行うことができ、誰もが安全・安心に暮らせるまちを
めざします

13

【消防総務課】

住民の安全・安心

P.134



人が集うまちづくり

⑤便利で生活しやすいまち（環境・都市基盤）

忠岡駅周辺活性化開業支援事業 5,000千円

●南海電鉄忠岡駅周辺の賑わいづくりを推進させるため、忠岡駅周辺の指定範囲内の空き店舗を活用し、
飲食店等を新規出店する事業者に対し、補助金を交付

コンパクトで利便性が高く、活気にあふれ、町内外の人にとって魅力的なまちになっています

14

【産業建築課】

○補助対象事業費の1/2の額
で上限100万円

（※但し、予算の範囲内で交付）

○令和６年度～令和８年度

○店舗内装工事費
○店舗外装工事費
○給排水工事費、電気工事費等

事業期間

補助対象

助成内容 現在の忠岡駅周辺

P.120拡

忠岡駅周辺の活性化をめざします！



快適な都市基盤のまちづくり

⑤便利で生活しやすいまち（環境・都市基盤）

30,510千円

●子ども用の遊具や健康遊具を設置し、子どもから高齢者まで幅広く活用いただける広場として整備するとともに、
多目的トイレやベンチを設置し、地域防災計画において災害時の一時避難場所に指定されている防災拠点としての
機能強化も同時に図る

生涯にわたり学習やスポーツの機会があり、誰もが生きがいや心身の健康を保ちながら、自分らしく
生活できるまちをめざします

15

▲現在の東区ふれあい広場

【生涯学習課】 P.156新 東区ふれあい広場整備工事

空き家再生等推進事業新

●管理不全や老朽化する空き家等が原因で、周辺の景観が損なわれたり、住環境へ悪影響を及ぼしているため、
安全かつ安心で良好な住環境を確保するため、空き家等の除却工事を行う所有者に対して、費用の一部を補助

800千円 【産業建築課】 P.130

＜補助額＞工事費に8/10を乗じた額、又は、補助金上限額の少ない方 上限400,000円

＜対象者＞国の基準に基づく判断表において「特定空家」と同等の空家と判断された所有者



環境へ配慮したまちづくり

⑤便利で生活しやすいまち（環境・都市基盤）

忠岡町環境基本計画等策定事業 13,054千円

持続可能な環境に配慮した社会を実現し、地域や地球にやさしく、自然が綺麗なまちになっています

16

【生活環境課】新 P.108

●本町の自然環境や生活環境の保全、また地球温暖化対策の推進を図るため、「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を
包含した、環境施策全般に関する総合的な計画となる「忠岡町環境基本計画」を策定し、効率的・計画的な事業推進を図る。

第６次忠岡町総合計画

忠岡町環境基本計画 その他部門別計画

一般廃棄物処理基本計画

忠岡町環境白書 一般廃棄物処理実施計画

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
【地球温暖化の推進に関する法律第21条第4項】

地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
【地球温暖化の推進に関する法律第21条第1項】

即する即する

即する

即する

相互に連携

相互に連携



地域振興をめざしたまちづくり

⑥誰もが働きたくなるまち（産業・雇用）

２市１町周遊企画事業 500千円

●観光客が高石市・泉大津市・忠岡町の2市1町を訪れるキッカケを作るため、阪神高速4号湾岸線泉大津パーキング
エリアにおいて、「くるかん」の販売を行い、町内の小売業・飲食店を町外・府外の方にPRする

既存産業の振興や新たなビジネスモデルの構築によって、まち全体の産業の活性化をめざします

17

レベルアップ支援事業 450千円

【産業建築課】

○国家資格又は技能検定に合格した方

〇本町在住の満15歳以上65歳未満の方

〇町内事業所へ勤務される正社員の方を
雇用する事業者

○国家資格・技能検定

〇公的・民間資格で研修等の修了が資格と
同等と考えられる技能を習得した場合

補助対象対象

●希望する職業や就労に適した技能や資格を習得する際に要した受験料又は検定料の一部に対して、補助金を交付

P.119

【産業建築課】 P.113

新

○補助対象受験料・検定料の2/3の額で
上限3万円
（※但し、予算の範囲内で交付)

補助内容
○普通自動車及び原動機付等の二輪車免許

〇実用英語技能検定3級以下に相当する
語学検定

補助対象外



限られた行政資源を有効活用できているまちづくり

⑦持続可能な行財政運営ができているまち（まちの運営）

公共施設整備基金積立金 30,000千円

●今後における公共施設の老朽化対策に必要な財源を安定的に確保するため、一会計年度における一般財源が過度に
集中しないよう、計画的に公共施設整備基金に積み立てる

新

文書管理システム及び電子決裁システム導入事業 27,500千円

●自治体内部事務DXの実現に向けて、承認プロセスを標準化・効率化し、業務の生産性を向上させることやペーパーレス
化の推進等を目的に、文書管理システム及び電子決裁システムを導入

新

シビックセンターWi-Fi環境整備事業 26,476千円

役場での業務や体制の見直しを通じて、効率的で効果的かつ安定して自立した行財政運営をめざし
ます

シビックセンター改修工事 28,270千円

●シビックセンターについては、平成10年に建設されてから25年以上が経過し、建物の経年劣化により雨漏りや壁の
クラック等が生じており、庁舎を利用する住民に影響がでているため、当該箇所の改修を行うことにより、耐久性を維持し、
長寿命化を図る

新
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【経営戦略課】

【総務課】

【経営戦略課】

【総務課】 P.59 ほか

P.58

P.63

P.53

再掲



イベント参加負担金 7,096千円

子ども招待事業に係る学校支援補助金（小・中学校分) 2,200千円

●大阪府が実施する「2025年日本国際博覧会児童生徒招待事業」において、小・中学校が遠足等の校外学習で行くことに
伴い、保護者負担の軽減を図るため、高騰しているバス代の一部に対し、補助金を交付

いよいよ開幕を迎える大阪・関西万博において、忠岡町も各イベントに出展することで、『日本一小さなまち
忠岡町』を積極的にPRしていきます

子ども招待事業負担金（子ども・随行者分) 9,565千円

●町独自で４歳から高校生までの子どもの入場料、また４歳から中学生及び障がいのある高校生の引率保護者１名
の入場料を補助
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【経営戦略課】

【学校教育課】

【経営戦略課】 P.65 ほか

P.65

P.145 ほか

●春の大阪ウィーク「大阪の祭～EXPO2025春の陣～だんじり・やぐら・太鼓台等大集合」への「だんじり出展」、
また夏の大阪ウィークへは、本町の万博アンバサダーである「花人 赤井 勝氏による装花」や「キッズダンス・フラ」
を予定しており、出展に係る費用の一部を町が負担する

大阪・関西万博関連予算


